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　液相 に よ る ア レ ル ゲ ン 特異的 IgE 抗体測 定法 AlaSTAT が 血清 IgE 抗体 を正 確 に定量す る か 否 か を

調べ る た め，ハ ゥ ス ダス ト （HD ）陽性ア レ ル ギー性気管支喘息患者 （32名）と健常人 （14名〉血清中の

抗 HD お よ び抗ダ ＝ 　lgE 抗体量を本法 に よ り検討 した．　AlaSTAT に よ る 抗ダニ IgE 抗体量 は
， 抗ダ ニ

lgE 抗体 を ダ ニ 抗原 に よ η吸収 した 前後 の 総 IgE 蛋 白 量 の 差 と よ く一致 し た （前者 は 後者 の 113％，　 n ＝

4）．また 精製 IgE 蛋白 （50−10DOOIL ／ml ）の 添加 は 本 法 に よ る 特異的 lgE 抗体量 を増加 させ ず，蓮断抗

体陽性血清 の 添加 は 同 IgE 抗体量 を減少 さ せ な か っ た．さ ら に
， 本法 で の 抗 HI） お よ び抗ダ ニ IgE 抗体

量 は RAST に よ る そ れ ら 正gE 抗体価 と強 い 正 の 相関を示 し た（各 々 r ＝ O．9D，　p〈D．oe1と r ＝ 　O．86，　p〈

0．OO1，　n ； 46）．

　以 上 か ら，液相免疫測定法 AlaSTAT に よ る特異的 IgE 抗体の 測定は特異的 IgE 抗体 の 絶対 量 を容

易 に 測定 で き，しか も遽断抗体 と非特異的 IgE 蛋白 の 影響の な い 秀れ た 測定法 と考え ら れ た．

Key　words ：　allergen ・specific 　IgE　antibo 〔韭y
− AlaSTAT − liquid−phase　immunoassay −

radioaliergosorbent 　test （RAST ）

は じめ に

　 ア レ ル ギ ー
性疾患 の 診断 と治療 の た め に は ア レ ル ゲ

ア 特異的 IgE抗体の 測定が必須で ある．特異的 IgE抗

体 の in　 vltro 測 定 法 と し て は radieallergosorbent

test （RAST ）
1）が広 く用 い られ て お り， 皮膚 テ ス トお

よ び 誘発試験 の 結果 と良 く
一

致する こ とも知 られ て い

る
2b
．し か し，RAST が固相 に よ る免疫測定法で あ る た

め ，特 異的 lgE抗体 の 絶対量（す な わ ち，　 IgE蛋白量）

をル チ ソ に 測定す る こ とは，一
部 の 複雑 な RAST 変

法
S ｝−5）を 除 ぎ不 可能で あ る

S ｝．こ れは 固相免疫測定法 で

は 固相担体 に 結合 させ る ア レ ル V γ 量 を厳密 に キ ャ リ

フ
’

レ ーシ ョ ン す る こ と が 困 難 な こ とが 主 な理 由 で あ

る
s｝．ま た RAST に よ る特異的 IgE抗体の 測定は IgG

ク ラ ス の 遮断抗体や 大量 の 非特異的 IgE蛋 白の 存在

に よ り影 響 され る こ とが 知 られ て い る
7）
。

　今 回 ア レ ル ゲ ソ 特異的 至gE 抗体 を絶対量 と し て 測

定する た め，固相免疫測定法 の 上 記欠点を解決す る た

め に 新 し く開発 され た 液相に よ る IgE 抗体測定法
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AlaSTATS ⊃の 基礎的検討を行 っ た．液絹免疫 測定法 に

よ る 特異的 lgE抗体 の 測定 は特異的 lgE抗体 の 絶対

量を容易 に 測定 で き， しか も遮断抗体 と非特異的 lgE

蛋白の 影響が な い 秀れ た 測定法 と考えられ た ．

方　法

　 1．対象

　 ハ ウ ス ダ ス ト （HD ）に 対す る IgE抗体陽性 の ア レ ル

ギ ー
性気管支喘息患者 （特異的減感作宋施行例）32名

と健常人14名 を対象と し た．HD 陽性気管支喘 息の 診

断 は 米国胸 部疾患学会 の 気管支喘息診断基準
9 ⊃
を満た

し，HD1 に 対す る RAST が 0．7PRU ！ml 以上 とし た．

健常人 は ア レ ル ギ ー
性疾患 の 症状 ・既往 が な く， HD を

含 む吸入 ア レ ル ゲ ン 3 種 に 対する皮膚 ブ リ ッ ク テ ス ト

陰性，か つ 血 清総 IgE 値 1001U ／ml 以 下の 者と した．

　2、液相免疫測定法 に よ る特異的 IgE 抗体 の 測定

　液相免疫測定法 に よ る抗 HD 　 IgE抗 体 と抗 ダ ニ

（∠）ermatoPhtagoides 　fan
’
7zae）IgE抗体の 測定 は，　 Ala・

STAT キ ッ ト （Diagnostic　Products　Corp．， 米国）を

用 い て 行 っ た．本法で は 可溶性担体 に 結合 した ア レ ル

ゲ ン と それ に 対応する特異的抗体と の 反応が液相 で行
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matrix 　l　IgE，　 lgE　anti ヒ磁 y　for　the 　 corresponding
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　　　十

　　　婿雛
Bi。tln＿w
　 　 　 十

　　　　　　　　 a

　 　 Avidin（1　h，　at　20　C）

　　　 寺

　 　 　 IgE　lgE　IgE

　　　媛9 〆9 パ9

　われる （Fig．1）s）．反応後 ア レ ル ゲ ン
ー抗体複合物を ア

　 ビ ジ ソ
ーピ オ チ ソ 結合 に よ り試験 管壁 に 補獲する．そ

　 の 後ペ ル オ キ シ タ
ーゼ 結合 抗 lgEモ ノ ク ロ ナ

ー
ル 抗

　体 を 反応 さ せ，酵素免疫法 に よ り IgE抗体量 を定量す

　 る．

　　まず被験血清 50μ1と HD （Gr   r 社）ま た は S
’
　＝ （D．

　farinae，　Greer社）結合 ビ オ チ ン 化可溶性担体 100μ1を

　 ピオ チ γ 被膜試験管内で 20℃ ， 1時間反応 させ た （Fig．

　 i）．次 に ア ピ ジン 50μ 1を加 え，2G℃， 1時閭反応さ せ

　 た．洗濠用緩衝食塩水 で 2 回洗浄後，ペ ル オ キ シ タ ー

　ゼ 結合 マ ウ ス 抗 ヒ ト lgE モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 200μ ｝を

　加え， 20℃ ， 1時間反応させ た ．その 後， 基質と して

　 0一フ ェニ レ γ ジ ア ミ γ 500μ 1を 加 え 15分聞反応 さ せ た

蓬後，1N 硫酸500μ 1を加 え て 反応を停止 させ た ．発色 は

篝
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吸光度490nm （Sopheia　 lOOO，　 Diagnostic　 Products

Corp．）に て瀏定した ．特異的 IgE抗体量は添付の 標準

血 清 （抗 チ モ シ ーIgE 抗体 L5 ， 3，15と301U〆mD に

よ る標準曲線か ら算出し た ．な お 各測定は duplicate

で 行 っ た．

　3．総 lgE蛋白の測定

　血 清総 lgE 蛋白の 定量 は ，マ ウ ス 抗 ヒ ト lgEモ ノ ク

ロ
ー

ナ ル 抗 体 を 結 合 し た 可 溶 性 担 体 を 用 い た

A ｝aSTAT
δ｝

に よ り測定 した ．

　4．特異的 IgE抗体量 の 検討

　液相免疫 湧定 法 AlaSTAT に よ り特 異 的 lgE抗体

の 絶対量 が 翻定 で き るか 否 か を調べ る た め ，ア レ ル ゲ

ン に よ る 吸取実験 を行 い 特 異的 IgE 抗体量 を 算出 し

た ，すなわち，HD 陽性気管支喘息患者（4 名）の 血清

（抗 ダ ニIgE抗体18．87−38．941U／ml 含有）500μ 1を ヒ

ト血 清 ア ル ブ ミ ン ま た は D．fa厚bue 結合 Sepharo鵯 4

B　5UOμ1と 4 ℃，t−・一晩反応 させ ．そ の 上 清中 の 総 IgE蛋

白量 お よ び 抗 ダ ニ Ig£ 抗体量 を 測定し た ，ヒ ト血清 ア

ル ブ ミ ン ま た et　D．卿 擁欄 召 結 合 Sepharose　 4B は

CNBr ・活性化 Sepharose　4B （Pharmacia ）2m1 に ヒ ト

血清ア ル ブ ミ ン （S｛gma ） また は D．　fan
’
nae 抗原 （鳥

居薬品） 2mg を結合させ て 作製し た．

　5．非特異的 IgE 蛋白と IgG 遮断抗体の影響

　非特 異的 正gE 蛋白 が AiaSTAT に よ る 特 異的 lgE

抗体測定に影響する か 否 か を調 べ るため ， IgE骨髄腫

患者 か ら精製 し た IgE 蛋白を 用い た 添加実験を行 っ

た．す なわち，結製 王gE 蛋白（50−100 OIU／m1 ）
ie ）50μ 1

を用 い て AlaSTAT を 行 い ，抗 HD お よ び抗 ダ ニ IgE

抗体を測定し た，同様 に ， 精ev　lgE 蛋 白（50−10GOOIU／

mD 　50μ1を用 い て RAST を行い 抗 HD お よ び抗 ダ ニ

IgE抗体 を測定 し，特異的 IgE 抗体測定に 対する影響

を検討 し た．

　次に，重gG 遮断抗体 が AtaSTAT に よる特異的 IgE

抗体測定 に 影響 する か 否 か を，RAST 　interference

法
m 渤

に 準 じて，HD 減感作療法中の 気管支喘息患者

加熟処理 応 清 を 用 い て 検討し た．す なわ ち遮断抗体陽

性血清と し て HD （鳥居薬品）に よ る減感作療法癒行中

の 喘息患者 5 名 の プー
ル 血 清を56℃， 4時間加熱処理

した もの を用 い た 田
一13）．ま た そ の コ γ ト ロ ール 血清 と

して 健常人血 清 を 同様 に 加熱処 理 し た もの を用 い た ．

まず こ れ ら遮断抗体陽性 血 清 また は コ ン ト ロ
ール 血 清

25μ 1を HD 結合可溶性担体190μ1 と20℃，1時間反応

させ た ，次 に 減感作療法未施行 の HD 陽性喘息患者血

清 （4検体）（抗 HDIgE 抗体 4．21−7．461U／ml 含有）25
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1376 液相免疫 測 定 法 に よるIgE抗体の 測 定

Table　l　Measurement （♪f　ant1 ∂ ．海ガ軅 ε IgE　antibod ｝
・by　a　Iiquid・phase

　　a】lergen．specific　IgE　enzyme 　immunoassay　AlaSTAT 　compared

　　　　 　　 to　that　calculaLed 　rronl　totat　IgE　prote童n

　
拿VaEues　obtained 　by　a　liquid・phase 　a1 ［ergen −speci 丘c　lgE　erlzyme ｝mmunoas §ay 　Ala．

STAT 、

　
韓Values 　assessed 　by　the　di匠ere ロ c∈ in［〔｝tal　IgE　proteir亜sbefore 　and 　after 　the　absorp ・

こbn　with 　1）．カ が照 θ
・coupled 　Sepharo．ge　4B 　immunos   rbent 、

μ
1を加 え，20℃， 1時間反応 させ た、それ以降の 操作

は 上 述 の AlaSTAT と 全 く同 じ に 行 っ た ．同様 に

RAST に お い て も， まず遮断抗体陽性血清ま た は コソ

ト ロ
ール 血 清25μ 1を HD 結 合 paper　discと20℃、 1

時間反応さ せ，そ の 後上述 の 抗 ｝｛DlgE抗体含有血 清

25μ 1を加 え20℃，3時間反応 させ た．それ以降の 操 作

は後述す る RAST と全く同じ方法で行 っ た．

　 6．RAST

　 Phadebas　RAST キ ッ ト （Pharmacia）を用 い て 測

定 した．すなわち，被験血清50μ1を HDI ま た は ダ ニ

（D ．　fan
’
uae ）結合 paper 　discと20℃， 3時間反応 させ

た．次 に paper　dlscを洗浄し，　 L251一抗 ヒ ト IgE抗体 50

μ1を加 え ， 4℃ で
一

晩反応させ た．洗浄後，paper　disc
の 放射活性を γ カ ウ ソ タ

ー
に て 測定し た，RAST に よ

る lgE抗 体 価 は，添 付 の 標 準 血 清 に よ り PRU

（Phadebas　RAST 　Unit） とし て 算出した．

　 7．デ ー
タ 解析

　デ ー
タ は平均 ± SD で 表した， 2群間 の 差 の 検定は

ス チ ュ
ーデ ン ト t検 定 を 用 い た． 2変数 の 相関 は 最小

2乗法 に よ る
・一

次回 帰式に よ り相関係数を求 め た．

結　果

　1．液相免疫測定 法 に よ る ア レ ル ゲ ソ 特異的 IgE 抗

体量 の 測定

　液相 免疫測定法 に よ る ア レ ル ゲ ソ 特異 的 王gE 抗体

測定法 AiaSTAT が、ア レ ル ゲ ン 特異的 lgE抗体の 絶

対 量 を 正 確 に 測定す る か 否 か を 調 ぺ る た め
， Ala・

STAT に よ り測定 された 抗 ダ ニ （D．　tbiittae）IgE抗

体量 を ダ ニ 抗原 i  nunosorbent に よ る 吸収前後 の総

！gE 蛋 白量 の 差 と 比 較検 討 し た．抗 ダ ニlgE抗体

（18．87−38．941U／ml ）を含 む HD 陽姓気 管支 喘息患者

血清 （4 検体）を ダ ニ 抗原結合 Sepharose　4B　im．

munosorbent と 4 ℃，
一

晩 イ y キ ュベ ー
トす る と，抗

ダ ニIgE抗体 は 完全に 吸収さ れ，　 AlaSTAT で は 検 出

されな か っ た （0．10【U／ml 以 下）．また 血 清総 lgE蛋白

は，ダ ニ 抗原 immunosorbent に よ る 級収後18．7−32．7

1Ulml 低 下 した （Table　1）そ して AlaSTAT に よ り

測定 され る 抗 ダ＝IgE抗体量 は，吸取実験 か ら算出さ

れ た 同抗体量 と よ く
一致 し た （113．1± 7．2％，平均 ±

SD ，
　 n ＝4）（Table　1）．なお ヒ ト」血 清 ア ル ブ ミ ン im・

munosorbent に よ る 吸 収で は 抗 ダ ニ IgE 抗体量 お よ

び 血 清総 IgE蛋 白量 の 有意の 低下 は 認め な か っ た．

　次 に ，HD 陽性気管支喘息患者血清中 の 抗 HD お よ

び抗 ダ ニ 1gE 抗体量 を AlaSTAT に よ り測定 した．こ

れ ら血 清 抗 HDIgE 抗体 と 抗 ダ ニ lgE 抗体 は ．各 々

8，72± 10．641U，iml（n ＝32）と14．28± 11．IHU ／ml （n ；

32）で あ っ た．ま た そ れ ら特異的 【gE 抗体 は 血清wa　lgE

蛋 白の 各 々 3．4±2．5％ （n ＝ 32）と6．2±4．9％ （n ＝32）
と高い 比率を占め て い た．

　2．非特異的 IgE蛋白と IgG遮断抗体の影響

　液相 免疫 測定法 AlaSTAT に よ る 特 異的 IgE抗 体

の 測定 が 非特異的 lgE蛋 白の 存在に よ り影響 され る

か 否 か を検討 し た，精 pa　lgE蛋 白 （50−100001U／ml ）

の 添加 は A ！aSTAT に よ る 抗 HD お よ び抗 ダ ニ IgE

抗体測定 に 有意 の 効果を及ぼさな か っ た （各 4 測定）

（Fig．2）．
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　F耄g．2．　E 匠  ts　of 　nonspecifie 亜gE 　p∫  te1n （A ）and 　heat−inactivated　bl  king

serum （B）on 　the　measurerner 】t　of　IgE　antibody 　by　AlaSTAT ，

　A ；the　values 　of 　anti −HD 　and 　ant 三一m 孟te歪gE 　antibodies （n ＝ 4，　respective 】y）were

determined　by　AiaSTAT 　after 　the　addition 　of 　nonspecific 　lgE　protein（50　to ユ000G

IU／m 】）and 　were 　eXpreSSed 　aS　the　mean 　ValUeS 　Of　the　8　meaSUrementS ．　B ；the

values 　of 　anti・HD 　IgE　antibody （4．21　to　7．461UlmD 　 were 　determ洫 ed 　in　the

presence　of 　pooled　heat．inactivated（56℃ ，
4h）serum 　from　a 】lergic　aSthmatics 　on

HDimmun 。therapy 〈■ ）or　from　nomai 　sublect5 （control 　serum ；口 ）（n ；4）、

　 　 　 　 o
　 　 　 　 　 O　　　　　5　 　　　 IO　　　 　 15

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　RAST 〔PRUiml）

Fig．3，　 C ・rrelati・n　between　the 　 values ・f　anti−

HD 　IgE　antibodies 　by　RAST 　and 　those 　by　Ala・

STAT ．

　次に，亙gG 遮断抗体が AlaSTAT に よ る 特異的 lgE

抗体 の 測 定に 影響 を与 え る か 否 か を調 べ る た め ，HD

減感作療法中の喘息患者 の 加熱処理 （56℃， 4 時間）

曲清川
一ls）

の AlaSTAT に よ る抗 HDIgE 抗体測 定値

に対する効果を検討し た．そ の 結果 ， 遮断抗体陽性加

熱処 理 血 清 は AlaSTAT に よ る 抗 HDIgE 抗 体

（4．21−？．461U／ml ） の 測 定 に 有意 の 効果 を及 ぼ さな

か っ た （Fig，2），しか し，遮断抗体陽性 加 熱処理血清

は RAST に よ る 抗 HDIgE 抗体量 を33％低下 させ た

（P 〈 O．OOS，　n ＝ 4），後者 の 結果 は 以前 の 報告：1｝’Lll
と一

i’ 致する．

茎

萋
馨

　 3．RAST との 相関

　 HD 陽性気管支喘息患者 （32名）と健常人 （14名）の

愈 清抗 HD お よ び抗 ダ ニ IgE抗体 量 を AlaSTAT と

RAST に よ り測定 し そ の 相関 を調ぺ た．両者間 の 抗

HD 】gE 抗体量 （r ＝0．90，♪〈 O．OOI）（Fig．3＞と抗ダ

ニ IgE 抗体量 （r ＝   ，86、　 pく   ．001）は 強 い 正 の 相関を

認め た t ま た AlaSTAT に よ る 抗 HD お よ び 抗 ダ ニ

IgE 抗体陽性 （O ．351U／ml 以上）率を RAST と比較す

る と，抗 HD お よ び抗ダ ニ IgE抗体 と も感度 100％ ， 特

異性 100％ で あ っ た．

考　案

　 ア レ ル ゲ ソ 特異的 lgE抗体の ln　vitro の 測定 に は

RAST が菰 く用 い られ ， 臨床的 に 有屠で ある こ と が示

され て い る
2）．しか し，RAST は 固相免疫測定法で ある

た め
， 個 々 の ア レ ル 〆 γ に 対す る特異的 IgE抗体 の 絶

対量 を ル チ ン に 測定す る の は 困難 で あ る
fi｝．また 非特

異ts　lgE 蛋白や 遮 断抗体 の 影響を うけやす い こ と
1 ｝も

欠点 で あ る．今回 の 研究 か ら，液相免疫測定法に よ る

特異的 IgE 抗体 測定法 AiaSTAT は ，非特異的 IgE 蛋

白 お よ び遮断抗体 の 影響な し に ， 特異的 IgE抗体 の 絶

対量 を正確 に 測定 し うる と考 え られ た ．すな わ ち ，

AlaSTAT に よ る特異的 IgE 抗体量 は ，吸収実験に よ

る IgE蛋 白量 と よ く
一

致 した （Table　1）．また，非特

N 工工
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1378 液相免疫測定法に よ る lgE抗体の 撫定

異的 lgE蛋白（100001Ulm！ま で）お よ び HD 減感作療

法 中 の 喘息患者 か ら得 ら れ た 遮 断 抗体陽 性 血 清 は

AlaSTAT に よ る特異的 IgE抗体 の 測定 に 影響 を及

ぼ さ な か っ た （Fig、2）．さ ら に ，　 AiaSTAT に よ る特

異的 IgE抗体量 は，　RAST に よ る それ と強 い 正 の 相関

を有した （Fig．3）．

　液相免疫測定法 に よ る 特異的 IgE抗体 の 測定 は ，多

数 の ア レ ル ゲ ン に 対す る 特異的 IgE抗体 の 絶対量 を

ル チ ア に 測定す る の に 適し て い る と考 え られ た．す な

わ ち，液相免疫測定法 AtaSTAT は 上述の ご と く吸収

実験で 確認 した lgE蛋 白量 と よ く
一

致す る。し か も，

ア レ ル ゲ ア が 溶液状態に あ る た め，個 々 の 測定系 の ア

レ ル ゲ ソ 量を漂準曲線 が 完全 に
一

致す る よ うに 調節す

る こ とが で き，それ に よ り涸 々 の ア レ ル ゲ ア に 対 する

特異的 IgE抗体 の 絶対量 を 測定する こ と が可能で あ

る．一方，RAST 変 法 〈RAST 　elution と RAST

absorption ）
3 ＞一’）を 用 い て，ブ タ ク サ な ど

一
部 ア レ ル ゲ

ノ に 対す る特異的 IgE抗体 の 絶対量 の 測定 が 試 み ら

れて きた が，非常 に 煩雑 で 時間が か か る た め ，ル チ ノ

の 測定法と して は 用 い られ て い な い。ま た RAST は 固

相免疫測定法 で あ る た め ，使 用 され て い る個 々 の ア レ

ル ゲ ソ 量を，そ の 各 ・ftの 標準曲線 が 一
致す る よ うに 調

整す る こ とは か な り困難で あ ワ
6：’，した が っ て 特異的

IgE 抗体の絶対量 を定量する に は適 し て い な い ．特異

的 IgE抗体量 を絶対量 で 測定す る こ と は ，種 々 の 測定

法 に よ る結果を比較検 討す る上 で も必須 で あ り．今後

は特異的 lgE抗体量 を絶対量 で 表わ す必要性が 示 さ

れて い る
14 〕

，し た が っ て ，液相免疫測定法 AlaSTAT

は 理 論的 に も，今回 の 基礎 的検討 で も秀れ た 特異 的

IgE抗体 の 測定法 と考 えられ る．

　 ア レ ル ギ
ー
性 気管 支喘息患者 の 洫清中特異的 IgE

抗体 は
， 血清総 lgE蛋 白 の 中 で 高 い 比率 を 占 め て い

た．すな わ ち，HD 陽性気管支喘息患老 血 清中 の 抗 HD

お よ び 抗 ダ ニ lgE抗体は 血 清総 1gE蛋 白の 各 々 3．4％

と6．2％ を占め て い た．こ の 結果 は ，RAST 　elution 法

に よ る 枯草熱患者血清中抗 ブ タ ク サ IgE抗 体 が 血 清

te　lgE蛋白の 6％で あ る とい う報告 と一致す る 3）．ま

た Platts−Millsら は 液相 免疫 測定法 の 1 つ で あ る

antigen −binding　assay 　lこ よ り花粉 ア レ ル ギ ー
患者 血

清中 の 抗 マ グサ （rye　grass）IgE抗体 が や は り血清総

IgE値の 8 ％を占め て い た と報告 して い る
ls ）．一方健

常人 で は 血 清抗 HD お よ び抗ダ ニ IgE抗体量 は 血 清

tw　lgE蛋 白の 約O．5％ ま た は そ れ以 下 と 考 え られ る

（予備実験，未発表デ ータ ）．今後個 々 の ア レ ル ゲ γ に

対する特異的 lgE抗体量を定量す る 二 と に ょ り，ア レ

ル ギ ー性疾患 に お け る 特 異 的 IgE抗体 と総 lgE蛋 白

との 閖係が よ り明確に され，病因解明の 糸 口 と な る こ

とが期待され る
16 ）．な お 主 要 ア レ ル ゲ γ が ダ ニで あ る

と され る HD に 対する IgE 航体量 が 抗 e
’
　＝ IgE抗体

量 よ り も鍾値 を示す こ と か ら，可溶性担体 に結合 して

い る HD 量を増 加 させ た 際 に 抗 HD 　lgE 抗体 量 が 抗

ダ ニ lgE抗 体量 よ りも多 くな る か は 興味あ る と こ ろ

で あ る。

　最後 に AlaSTAT に よ り測定さ れる特異的 （抗 Hb
と抗ダ ニ ）IgE抗体量 が in　v 潅 o 測定法 と し て 最 も多

く用 い られ て い る RAST の それ と相関する か 否 か を

挨討 し た．そ の 結果，両者間 で 強 い 正 の 相関が 認 め ら

れ，臨床的 に 有用 と考 えられ た．また RAST と比較 し

た 感度お よ び特異性 も非常に 良好 で あ っ た ，
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               A NOVEL  LIQUID･PHASE  ENZYME  IMMUNOASSAY  AIaSTAT  FOR

                             IgE ANTIBODY  DETERMINATION

           Itsuo Iwamoto, Hiroomi Yamazaki, Akira Kimura,  Kenichl Ochiai, NQriaki Nakagawa,

                         Sanae Tanaka, Hisao Temieka  and  Sho Yoshida

             ?lre SecDnd Department of l"ternai Mbdicine, Chiha University Scheol of Medicine

   To  determine whether  a novel  liquid-phase enzyme  immunoassay AlaSTAT  fer allergen-specific  igE antibody
determinatien can  be used  to measure  the absolute  amounts  of serum  IgE antibodies, we  examined  the arnounts  of

anti-house  dust (HD) and  anti-rnite igE anttbodies  in sera  of 32 HD-sensitized allergie asthmatics  and  14 norma]

subjects  by this immunoassay, The amounts  of anti-mite  IgE antibody  in serum  measured  by th{s immunoassay

were  found to be consistent  with  those assessed  by the difference in serum  total igE proteins before aRd  after  the

absorption  with  mite  aliergen  (the value  determined by this  immunoassay was  l 13% of the latterene, n  
=4).

 Neithef

nonspecific  igE protein (50 to 10000 IUIml) nor  the heat-inactivated blocking serum  affected  the measurement  ef

aliergen-speclfic  igE antlb(xiy  by the liquid-phase immunoassay. There were  strong  oorrelations  between the values

of anti･HD  and  antl-mite  IgE antibodies  by RAST  and  those by AlaSTAT  (r=O.9e, P<O.oo1 and  r=O.86,  p<O.Oel,
n=46,respectively).Ourresultsindicatethatthecemmerciatlyavailableliquid-phasealiergen-specificIgEenzyme

immunoassay  can  be used  to rneasure  the absolute  amounts  of sertErn igE antibodies  without  interference of

nonspecific  IgE protein or IgG blocking antibody.
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